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国立国語研究所の任務と機構
　任務　　国立国語研究所は，国語および国民の言語生

活に関する科学的調査研究を行い，それによって国語の

純化・合理化の基礎を築き，国語政策の確実な資料を提

供し，社会生活の改善向上に寄与することを任務として

いる。

　創設の理由と経過　国語国字の問題は，幕末開国以

来の国民的問題であって，日本が近代国家として立つた

めには，ぜひとも解決しなければならないものであった。

明治以来，その解決の必要が叫ば

れながら十分な成果をあげ得なか

ったのは，基礎的問題に関する調

査研究が不十分なためであった。

この事ほ，早くから識者の指摘す

るところであったが，戦後，特に

その欠陥が認識され，学界，新聞，

放送その他各方面から，有力な研

究機関の設置が要望された。その

結果として，昭和23年12月，法

律第254号にょって，国立国語研

究所（文部省所管）が設立された。

　研究の目標と内容

言語および言語生活を調査し，一面には，標準語制定の

際の一資料とすると共に，一面には，国語政策の普及浸

透の効果的方法を発見しようとしている。

　国民の言語生活を改善し，国語政策を樹立するには，

将来の国民を形づくる児童生徒の言語能力を高め，言語

感覚を養うと共に，言語習慣獲得の適切な方法を発見し

なければならない。この意味で，言語能力の発達段階を

明らかにする調査を行い，かつ，言語の理解・発表の力

西　尾　所　長

　　　　　　　　　　創立以来，国立国語研究所は，国

民相互の意志通達において，また新聞放送公示等のマス・

コミュニケーションにおいて，用語用字の統一・整理を

はかることが急務であることを認め，国民の言語生活の

実態を明らかにすると共に，現代語の本質を究めること

に重点をおいて調査研究を進めた。すなわち，話しこと

ば・書きことばの両面から，放送・講演・談話または新聞・

雑誌等における言語について，音韻・語彙・文法および表

記法の各面にわたって調査を行なっている。この仕事は，

国民の生活に必要な基本語彙の作成，語の表記の決定，

ひいては，現代標準語の確立，文章表現の改善，国字問

題の根本的解決等を目ざし，かつ，現代語辞典の編集を

予定するものである。また，一方，各地に行われている

を高める方法を研究している。

　国語は，国民の歴史的所産であ

る。日本人が長い年月にわたって

この国土に営んで来た生活，築き

上げて来た思想・文化の歴史は，

国語に反映し，結晶している。国

語の歴史において力強く動いてい

る流れをとらえて，今後の国語政

策の方向を誤りなく規定すると共

に，文献あって以来千数百年を通

じて用いられた日本語を収集して，

国語の歴史的辞典を編集する。

　一方，国語資料，国語調査研究資料，国語に関する情

報を広く収集し，これを整理して，所内の研究に資する

ことはもちろん，広く一般の人々の利用を待っている。

なお，各種の資料，情報の記録は，毎年「国語年鑑」（→

9，10ページ）として刊行している。

　研究実施上の特色以上の調査研究にあたっては，

体系的な研究計画のもとに，方法と順序とについて十分

な検討を加え，研究者の有機的共同作業によって実施し

ている。人文科学において，このような真の意味の総合

研究が行われているのは，他にほとんど類例を見ない。

また最新の各種の機械を利用し，精密な実験を経て成果

をあげようとしている。
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国立国語研究所設置法（抄）
　（目的及び設置）

第一条　国語及び国民の言語生活に関する科学的調

　査研究を行い，あわせて国語の合理化の確実な基

　礎を築くために，国立国語研究所（以下研究所と

　いう。）を設置する。

2　研究所は，文部大臣の所轄とする。文部大臣は，

　入事及び予算に関する事項に係るものを除くほか，

　研究所の監督をしてはならない。

　（事　業）

第二条　研究所は，次の調査研究を行う。

　一　現代の言語生活及び言語文化に関する調査研

　　究

＼　二　国語の歴史的発達に関する調査研究

　三　国語教育の目的，方法及び結果に関する調査

　　研究
　四　新聞における言語，放送における言語等，同

　　時に多人数が対象となる言語に関する調査研究

　2　研究所は，前項の調査研究に基き，次の事業を

　行う。

　一　国語政策の立案上参考となる資料の作成

　二　国語研究資料の集成保存及びその公表

　三　現代語辞典，方言辞典，歴史的国語辞典その

　　他研究成果の編集及び刊行
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　　　　　　　　　一1話しことば研究室「

一 第1研究部ト斗書きことば研究室1

一i第2研究部］一

一］資料調査室

一
［地方言語研究室1

［－1国語教育研究室1

L這語効果研究室］

第3研究部
　　（予定）

一 庶　務　部一

古代語研究窒

近代語研究室

系統研究’ 室

　　　　　　　　　　一1庶務係［
，一「庶　　　務　　　課ヨー

　　　　　　　　　　一［人事網

　　　　　　　　　　一las係［
－1会　計　圏一　　　　　　　　　　斗用度係1

　庁　舎

　昭和23年ユ2月の設立当初から昭和29年9月30日ま

で，宗教法人明治神宮所有の聖徳記念絵画館の一部を借

用していた。また，手ぜまのため，ほかに，三鷹市の山

本有三氏の私邸，ついで新宿区四谷第六小学校の一部を

借用し，分室として利用していた。

　昭和29年10月1日，一橋大学所有の現在の建物に移
転した。

　　東京都千代田区神田一ッ橋ユの1所在

　木造モルタル塗り，カワラぶき，2階建て
　　　総建坪　　323．417　坪

　　　研　究　室　ユ02．0坪　　実験室　13．5坪

　　　図書閲覧室　15．0坪　　講　堂　29．0坪

近く，延べ29坪の軽量不鰭庫㊨筆鑛碧饗の）

が完成する予定である。

≡士・疎義　　　　　　　　　　　1
E　　　　　　　　 t　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　げメ　　ぷ

1謹監㌫弓…　＿　d．，．，、

≡　　　噺船。脇室

≡　　　　　　　　絵画鱗代の微室．

完成近い書庫

書架がそのまま

骨組になる　吟

与　基礎工事

予算と定員

昭和29年度予算

定員
研究に従事する入員

　庶務に従事する入員

事業費
人に伴う経費

　計
　49人

　32人
　ユ7人

9，812，000円

16，654，000円

26，466，000円

カ
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話しことば研究室
放送・講演・談話などの話しことばについて，その音韻・語彙・文法などの各方面にわ

たって調査し，書きことばの研究とあわせて，現代語の本質を究め，言語生活の実態を

明らかにするとともに，現代標準語の確立，現代標準語辞典の編集を目ざしている。

　　　　　　モニター・レシー一　’“　一　kcよる

　　　　　　ラジオのことばの共同分析

　昭和27・28年度は，日常談話語の構造における基本

的な問題について調査を行なった。そのため，録音器を

使って，主として東京都およびその近郊で，談話語をテ

ープ80巻（1巻30分）に収めるとともに，比較資料とし

て，落語，講談，座談会，劇，おとぎぱなし，講義，ラジ

オニュース，ニュース解説などを計17巻のテープにとり・

機械速記によって文字化した後，イソトネーショソ，文・

文節・語の長さ，文の構造，語の種類・使用度数・用法

にわけて分析をした。（その成果は「談話語の実態」〈仮

称〉として，いま印刷中である。）

　昭和29・30年度は，イリクチ・イリグチ（入口），ボ

ク・ボク（「僕」のアクセント）などのような語形の不

確定な語について，どのような語が不確定であるか，そ

れらの語は現在どのように行われているか，それらに対

して人々はどんな意識と意見とを持っているかを解明し，

標準語制定のための一資料を作ることを目ざした。

　29年度はその第1年度として，

1．不確定語形（およびそれに対する意見）を研究文献

　を中心として収集・整理し，

2．各種辞典，談話語調査のための録音テ・一一プその他に

　よって語彙を補足類別し，

3．不確定語形の台帳および語形の不確定に対する意

　見・意識の台帳を作成し，

4．明年度以降の調査の準備を行う

こととし，昭和30年3月現在，1．～3．を終って，約3

万語を収録し，4．ほ進行中である。なお，その過程にお

いて，謄写に付した資料には，次のようなものがある。

（1）　不確定語形i・cついての文献一覧（12ページ）

（2）　アクセントの変異に関する調査（73ページ・表8）

（3）　アクセントの変異に関する意見の種別（10べ一ジ）

（4）　語形の変異に関する調査（76ページ）

（5）有声・無声二形を持つことばの調査（8・・”　’一ジ）

（6）　語頭以外にガ行音を含む外来語の調査（2tS’　・一ジ）

（7）母音に長短二形を持つことばの調査（3ページ）

（8）二つの活用をもつ動詞の調査Gページ）
（9）類似の用法をもち従来問題とされていた文法的

　　事実の調査（42ページ）
（10）　形容詞形容動詞両活用を持つ語の調査（8nk　一ジ）

（11）　一宇の漠語を主とするサ変動詞の調査（2ページ）

　　　　　　　ソナ・ストUッチャーに
　　　　　　　よる9声資料の聞き取り

　30年度ほ，不確定語形が現在どのように用いられ，人

人からどのように意識されているかを知ることを目標と

した観察調査と意識の調査とを行う予定である。その調

査項目・調査対象・調査方法の細部は現在検討中である。
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書きことば研究室
特に語彙調査、用字法の調査を中心作業とし，基本語彙の設定，正

書法の確立を目ざし，標準語の制定，標準語辞典の作成に資する。

　書きことば研究室では，これまでに行なった新聞・婦

人雑誌の語彙調査の続きとして，総合雑誌の語彙調査を，

現在，比較的大規模に行なっている。この作業は，究極

において，基本語彙の設定を目標としているのであるが，

同時に，語彙調査あるいは基本語彙設定の方法論の確立

をも目ざしているものである。すなわち，これまでの語

彙調査・基本語彙設定の方法・理論の不備や誤りを修正

するために，近代統計理論を応用し，最も進んだ考え方

の上に立って，仕事を運んでいる。

　昭和29年度は，1斗種の総合雑誌1年分から，全体
の約晶に紘る56・ペー扮をぬき出し・その全語彙

（助詞・助動詞を除く）を採集した。その標本延べ語数

は，約23万に達している。この標本TJtSら，全誌面にお

ける一々の語の使用率を推定し，またこれらの語の，そ

れぞれの意味・用法・表記法などについて，詳しく分析

を進めている。

　資料は，すべてカードの形にして整理する。原文の紙

面を，そこに含まれる語の数だけの枚数のカードに複製

した上，一々のカードに所要の語をマークする方法は，

分析の際，語を文脈の中でとらえるのに役立ち，また作

業の速さ正確さを著しく高めている。

　用字法の調査としては，昭和28年度以来，「当用漢字

　
f．

　含使用率の分布函数の一例

　　　　電動計算器による集計吟

　　i：砿

鱗∴醒㌫ン㌧点・．⑦・

’t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿㌔　　　㎡　　　　　ttm

①雑誌から　②ページを抜く。③カードに謄写印刷

し，探集する語を指定，④見出しなど書き入れる。

⑤検査を通し，⑥作業の正確さが統計的に管理され

る。⑦語ごと層ごとに整理し，⑧集計・製表する。

の適用によって生ずる問題とその解決法の研究」の題で，

文部省科学試験研究費の交付をうけ，総合雑誌に現われ

た当用漢字表外の漢字の使用率，どんな字が用いられて

いるか，それらの文字を用いる語の言いかえ・書きかえ

の例などについて調査を続けている628年度には，当

用漢字表外の漢字に即しての調査を行なったが，29年度

には漢字の性格を語彙の広い見渡

しの上で明らかにするため，前述

の語彙調査において収集された全

語彙について，それらの語の表記

法を統計的に調査し，問題の語，問

題の漢字の分析を行なっている。

　語彙調査・用字法調査，ともに，

来年度以降は，時局雑誌，文芸雑

誌，大衆雑誌その他にも，調査範

囲が広げられるほずである。
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地方言語研究室
1．標準語の確立に役立つ方言資料を得る。2．有効な国語政策

の立案・遂行のための地域社会における諸条件を明らかにする。

上の二つを目的として，次の調査研究をしてきた。

ユ．地域社会の言語生活の実態・共通語普及の条件の解

明のための調査一八丈島・白河市・鶴岡市・飯田市。

2．敬語の社会心理学的調査一上野市・岡崎市。

3．全国諸方言の観察および記述　　今までに下の地図

の△じるしの地点を調査した。

4．琉球語辞典の編集。

5．地方調査員への委託調査の立案と整理・集計。最近

は次のような調査を委託した。

　a．昭和27年度：地方言語の敬語に関する調査。そ

　の］．（調査地点は下図の・じるし）

　b．昭和28年度1地方言語の敬語に関する調査。そ

　の2．（調査地点は下図の×じるし）

　c．昭和29年度1各県の方言概観のための調査。

　　（調査地点は下図の・じるし）

　敬語調査の一コマ（集合調査法）幻灯で場面を

示し，録音で会話を聞かせて，そのことばに対す

る反応を調べる。多数の市民（サンプル）が調査

に協力した。岡崎市役所会議室で。　1954・3・14

第2回地方調査員全国協議会の参加者　昭和29年度の調査の打
合わせyc上京した地方調査員と関係評議員・所員。　1954・5・16
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国　語　教　育　研　究　室

こどもはことばをどう習得するか，どこにその困難点があるか。

　1．言語能力の発達に関する調査研究

　この研究は，全国的に実験学校と協力学校とを設けて，

小学校6か年間，聞く力・話すカ・読む力・書く力がど

れだけ伸びるかを明らかにし，また，その発達を規定す

る要因をつきとめるものである。これは観察・検査・調

査・実験をひとりひとりの児童について長期にわたって

行う追跡的事例研究としての特色を持つ。

　下の図は児童の言語と行動とを観察しているところ。

教室活動に見られる児童の言語活動・パーソナリティの

諸相を全体的な行動の場で力学的にとらえる。毎日，所

員が教室で詳細に観察して，注意すべき事実を個人別の

観察カードに逸話的に記録してゆく。また学級全体とし

ての言語能力の特徴をも観察する。観察研究は学期ごと

に定期的に行われるテストの成績の妥当性を確かめてゆ

くとともに，児童および学級の言語能力の総合的診断に

重要な役割を持つ。

　　　　　　　教室観察および観察カード

　下の図は事例研究のための個人別言語能力診断票。内

容ほ大きく，言語能力と要因との2欄に分かれ，1年間

に行われたテスト・調

査・実験の結果は，そ

のつど，学級内におけ

る5段階評価法で記録

されてゆく。これから，

月別・学期別・学年別に

言語能力の発達の度合

いを知り，聞く・話す・

読む・書くの一々の能

力を判定する。他方，

言語発達を規定する条

件の分析から，なぜそ

うなのかという原因を

さぐり，個入個人にっ

いての診断と治療の方

向がひらかれる。

　　　　　　　　　　　　　　左：眼球運動記録図

　上の図はオフサルモグラフによる読みにおける眼球運

動の記録。学年ごとに定期的に実験し，眼球運動のメカ

ニズムを明らかにするとともに，学年発達に伴う読書習

慣の発達をあとづける。この装置は読書する児童の両眼

に弱い光をあて，その反射光線をレンズで収敏し，フィ

ルムに撮影する。フィルムは縦に一定の速度で回転する

から，上のような階段状の線が現われる。縦線は眼球が

とまって語を読みとる状態を示し，横線は語から語，行

から行への眼球の動きである。右図は低学年のうまい読

み手，左図はへたな読み手の眼球運動の記録図である。

右図の方が速く，一時に多く語を読み，それほどつかえ’

ず，リズミカルな規則正しい読みかたをしている。

　2．国語科学力水準の調査

　国語の学力標準設定に関する調査研究は昭和24年度

からの続きである。国語科について全国的な学力の水準

を明らかにし，国語科学習指導の基底をさぐっている。

　　　　　　　国語学力水準調査の結果

　　協wa和26鞭　　　　（％）酬28鞭
80

60

49

20

0

　　　注｛＝麟i99
へ

　＼　　　　　　　　　　　　60

　　　　　　　“←一一’一一楡　40

　　　　　　　　　20
　　　　　　　　　0

注｛＝串孝農

　　　酷舌　　｝翼　　　読　　　文　　　イ乍　　　間ξ舌　　淳ξ　　　読　　　文　　　イ乍

　　　くす　字　　　　　　　　　　　　　くす　字　解　法　文　　　　　　　解　　法　　文

　上の図は昭和26年度（関東），28年度（全国）の小・

中学校の国語の各種能力の調査結果を図にしたもの。問

題が同一でないから比較はできないにしても，出題者の

基準に対する各能力間の相互関係を見ることができる。
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言語効果研究室
マス・コミュニケーションの言語効果を調査研究する。

　1．言語効果研究室の仕事　言語による大衆への伝達，

いわゆるマス・コミュニケーションの問題を調査研究す

るのがこの研究室の仕事である。言語による大衆への伝

達は，現代社会では新聞とラジオによることがもっとも

強力である。したがって，この研究室では，新聞とラジ

オによる大衆への言語効果の問題に取りくんでいる。

　2．新聞による言語効果の調査研究　新聞による大衆

への言語効果では，「新聞への接近・理解とその影響」と

いう分野について，昭和23年度には小・中学生の一部

について調査が行われ，昭和29年度には東京・秋田の

全日制普通科高校生5，ユ50名について調査が行われた。

　この29年度の調査研究「青年の新聞への接近・理解

とその影響」はきわめて大がかりなものである。だいた

い3力年計画の調査研究で，文部省の科学研究費交付金

による総合研究として29年度は6］万円が認められた。

研究所側ほ所長以下9入，日本新聞協会7人，輿諭科学

協会2人，堀川直義（立教大学），森岡健二（東京女子大）

による総合研究である。

　この総合研究のねらいを要約すると，次のようになる。

民主社会の発展に大きな原動力となっている青年の社会

認識と社会的態度への新聞の影響と効果を新たな角度か

ら明らかにしようとするのが本研究の目的である。この

ために，東京と秋田の全日制：普通科高等学校2J校（東

京16校，秋田4校）について，サFザェイ調査5，150

名（東京3，150名，秋田2，000名），事例調査500名を

調査対象に選んだうこれらに対して，青年が新聞に接近

〆ぐ
烏パ

・

　　　　　調査票

　　　面接調査現場

するしかたや新聞記事理解の程度を生活環境との関連で

調査し，新聞記事の表現が青年に与える効果を実験的に

調査した。調査項目は次のようである。

　a．地域による文化水準・言語能力は非常に開きがあ

るから，それぞれの地域的基盤において次の2点を明ら

かにする。

　（イ）新聞への接近度，全体的な読みかたがどのよう

　な学年的発達をとげているか。

　（ロ）記事の言語的理解度がどのような学年的発達を

　とげているか。

　b．記事の書ぎ表わしかたが高校生の理解にどう反応

するかを，読者の読みの態度との関連において調査研究

する。

　e．読みの態度と生活環境との関連を調査し，高校生

の社会的態度の形成に与える新聞記事の影響を調査研究

する。

　d．特に高校生が国際問題にどのような理解を持って

いるかを，新聞の国際記事の読まれかたの面から，その

種類・内容ならびに記事表現などの観点から調査する。

　このような調査の結果として，（1）接近・理解の度

合には，地域の文化度が大きく影響すること，（2）性

別・学年別によってかなりの差異があることなどが知ら

れた。

　3．　ラジオによる言語効果の調査研究　29年度は，「放

送が児童の言語に与える影響」という題目で，日本放送

協会故送文化研究所へ研究を委託している。
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資　料　調　査　室

国語資料・国語調査研究資料・国語に関する情報を広く収集・整理

し，利用に供している。諸刊行物の編集・刊行，第3研究部ができ

るまでの基礎調査，刻々起る諸問題の調査も兼ねて行なっている。

」国翻徽献の調査

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

刊行書の調査1

国語に関する学問の一般を知り，学界の動向や世論の実態を

とらえるために，次のような女献調査を行なっている。

i

！国語学・国語問題・国語教育・言語学・言語技術・国語資料・辞典などの刊行
1

1書につい　－r　＃t名・著（編）者名・発行所・年月・型・ページ数・内容を調べー

年ごとの分類カード目録を作っている。

！雑誌論文の調査

当研究所購入の諸雑誌ならびに各大学・研究所などから寄

贈される逐次刊行物から関係論文を調べ，題目・筆者・誌名・

年月巻号・ページ数および内容を記載したカード三通を作

り，分類別・雑誌別・筆者別三種のカード目録を作っている。

新聞記事の調査

蕊

朝日新聞
朝日（夕刊）

毎日新聞
毎日（夕刊）

読売新聞
読　売　 夕　 干　 i　j　　）

東京日日新聞

東京クイムズ

時事新報

東京新聞

　　　ぎ翌・．みプ．

　　駕曇已．

一　驚蕊聖

li⇒1噛禰・切・・助・・ナ

、

　　　　　　　　謬義

．、ぷ糞違

姦そ違蕊
　　　㌻7　s
、・　 mf

t　tt’・．一　㍉　　　＿…

i

⇒

　　　　筆ふ　　，t　1

　　　ふ　ば
　　　：弓村

京阪地方の新聞

その他二三紙

読薯新聞

図書新聞

読書タイムズ

新聞協会報

　　　　　ゲ

　　　　　「ン’t
　　　　’vt　〆

F

　　　複写装置

キャノンCI＜－A型の携帯用

である。諸資料（図書・古

写本・写真等）を35ミリフ
ィルムに複写して，その保

存・利用の便をはかってい
る。近く本格的な装置を備

える1とも考えている。

マイクロリーダー

35ミリ・フィルムに複写した資料を，

拡大して，反射によって下の白い板

に写し出す装置である。現在ではも

っと精巧なものもあるが，マイクロ

フィルムによる文献の収集整理を始

めてから必要になるであろう。

　ぺ

　　　　　　　　　　　　嵩

II‘‘lltl川lll1「‘‘1‘‘日［11‘「1［1［‘［11川Tl［川｜11［］lllll［1111LII1‘1‘1［1川1［IMII［1［1［1［illll［IEI・dL‘［111・ILI［1［iLI・11bLltl［lull川・）1、川・川11bll［1［111‘i1［1側［1［1［］ltl［1［IU［1il［III［≡

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WWti

速パ霞
簿簑
：嶽到
　纏ゴ　　e．ぶ

（平曲の譜本）

　音韻資料の収集　平曲
（へいきょく）・声明（しょ

うみょう）など，比較的忠

実に古い音を伝えていると
思われるものを録音する。

現在までに，平曲は，大原
御幸・那須与一・宇治川・
卒塔婆流しを，声明は，東
大寺で行なっているものを

収蔵している。 （声明の譜本）
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O国立国語研究所年報1～5（昭和24～28年度）
　年報各号に報告された研究課題名次の通り。（独立の報告書になったも

のおよび委託研究teのぞく。）

号数　　　課題名，（）内は続いて報告された年報の号数

1文字配列の合理化に関する実験的研究（2，3，4，5）

　　国語の歴史的発達に関する調査研究（2，3，4〕

　　辞典編集の方法に関する調査研究（2，3，4）

　　国語学力標準設定に関する調査研究（2，3）

　　東京方言および各地方言の調査研究

　　現代共通語の実態の調査研究

　　漢字・漢語に関する調査研究

　　造語法の研究

　　国語教育に関する研究

2　全国方言語彙の調査（3）

　　飯田市および上久堅村における言語生活調査（3）

　　個人差に応じた国語学習指導方法の研究（3）

　　義務教育終了者に対する語彙調査の試み

3　「読みやすさ」の基礎的研究（4）

　　学校における共通語指導状態の調査

　　白河市におけるパーソナリテ1一調査と新聞調査

4文字言語の学習負担についての研究（5）

　　三重県上野市における敬語の調査（5）

　　新聞に対する態度・経験・能力の発達に関する調査

5　日常談話語の調査

　　総合雑誌語彙の準備調査

　　語彙調査に生ずる狂いの種類・原因・対策

　　当用漢字の実施によって生じた問題とその解決法の

　研究

　　愛知県岡崎市における敬語の調査

　　国語学力水準調査

O現代語の助詞・助動詞　　用法と実例　1951

　標準語の体系を確立するための基礎作業として助詞・

助動詞の意味・用法の実態を分類記述した。資料は24年

4月からユ年間の新聞雑誌34種類。助詞・助動詞の認定

は通説にこだわらず，かなり自由に，実際的にしてある。

O語彙調査一現代新聞用語の一例　1952

　ある1種の新聞について，1カ月間には，どれほど違

った種類の語が用いられるか，それぞれの語がどれほど

くりかえし用いられるかを知ることをおもな目標とする。

24年6月の朝日新聞全紙面による全数調査。

曜㌶麺人雑誌の用語1953

　25年ユ年間の「主婦之友」「婦人生活」を資料とする

標本調査。語彙表を主部分とし，以下の考察を含む。（○

基本語彙をきめる尺度としての「語の使われる度合」，（2）

意味による語の分類試案，（3）〈する〉の用法（4）漢語の

複合形式（5）「婦人生活」実用記事の助詞・助動詞。

O送り仮名法資料集　1952

　「明か」「明らか」「明きらか」，送り仮名の乱れは国

語問題の一つの頂点である。9種の資料による送り仮名

対照表と，明治以来1ユ種の公私文献を収録し，もっと

もよい統一案を作るための基礎資料とする。

〇八丈島の言語調査　ユ950

　r．eeも通わぬ」八丈島5か村がどういう言語社会を構

成しているか。そこで，方言と共通語とがどのようにか

らみあっているか。「共通語を話す度合」はどのように測

られるか。そして，正しい共通語とは何か。

O言語生活の実態一白河市および附近の農村における　1951

0地域社会の言語生活一鶴剛こおける実態調査　1953

　従来の言語研究は，言語そのものの構造を観察的方法

で分析した。ここでは，一つの言語社会でどのようなこ

とば（方言と共通語〕が実際に使われているか，その外

的・文化的要因は何かを近代統計学理論による計画的方

法で調査した。白河・鶴岡ともに人口移動の激しくない，

調査に手ごろな大きさの地城として選ばれた。統計数理

研究所，民俗学研究所との共同調査で，いずれも文部省

科学試験研究費補助金を受けたもの。

O入門期の言語能カ　ユ954

　入門期一読みの本格的学習に入れるまでの時期一

とはいつか，その時期において児童の全心身の発達はど

うなっているかを確かめることは，教科書をつくるため

にも，学習を指導するためにもぜひ必要だ。「言語能力

の発達に関する調査研究」入門篇。

O少年と新聞一小学生・申学kの新聞への接近とpaSU　1954

　われわれの日常生活から新聞は取り除けないものにな

つている。どうして新聞がこんなに生活にくいこんだの

かを知るためには，まず，われわれがいつどのように新

聞を読み始めたかを知る必要がある。東京・千葉（都市

と農村）3地点で小中学生につき，これを調べた。

O国語関係刊行書目（昭和17～24年）
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事 業

☆研究発表会

　第1回　］95ユ．6，2（東大法文経36番教室）

　疎開児童のことば

　語彙論をめぐって

　記号化とパーソナリティe

　読めない子供たち

　第2回　ユ953．3．28

　（お茶の水大講堂）

　基本語彙を考える

　　　　　水谷静夫
　地域社会と敬語

　　　　　　柴田　武

　国語学力の水準

　　　　　　輿水　実

☆公開講演会

　第1回　1950．　1．　28

　（医師会館講堂）

　最近の東京語

　　　所員　中村通夫

　言語の構造的全体

　　　所員輿水実
　どうすればいいか

　第2回

　東京語の性格

　国語教育について

　日本語の系譜について

　国語国字問題の方向

　第3回
　われわれの言語生活

　私の見た日本語の性質

　表現の可能性

☆連合講演会

北　村　　甫
林　　　　　大

森　岡　健　二

平　井　昌　夫

‖

“

藤遜 主

A

l講
，，

＄

識響ぷ柄嫉溺纏ぷ；㌣㌻パ楡　　㌣・鯵

　　該、

義パ頚
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ぷ
▽　、

＼＼ノ）
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㍊ξ

ご㌧頑

p

ぷ
ジ

票｜

㌣

餉1， 、w憂

黙べ

ド∨ ・’
　｛〆λ

、婆ぺ耐sVi

刈　ぶ～v㌧ζ

棄s砕武 ポ
参締く
議
るぶ

裳；

蕊

　　　　　　　　　　　　　　第二回研究発表
　　　　　　　　　　　　　　会のプログラム

　　　　　　　　　　　　評議員　土　岐　善　麿

　　　　　1950．5．20（京大文学部）

　　　　　　　　　　　　　所員　中　村　通　夫

　　　　　　　　　　　兼任所員　遠　藤　嘉　基

　　　　　　　　　　　京大教授泉井久之助
　　　　　　　　　　　　評議員　土　岐　善　麿

　　　　　1954．3．10（大阪毎日新聞社講堂）

　　　　　　　　　　　　　所長　西　　尾　　実

　　　　　　　　　　　京大教授吉川幸次郎
　　　　　　　　　　　　評議員　中　島　健　蔵

　　　　　　ユ953．11．28（朝日新聞社講堂）

　　統計数理・国立教育・国立遺伝学各研究所との連合

　で催された。西尾所長が開会のあいさつを述べ，所員

　中村通夫が参加した。演題は「現代人の言語生活」。

☆「国語年鑑」の編集識者・学者からひろく一般の人

　人にわたって，一年間の，ことばに関するあらゆる意

　見・研究・声を記録し，展望・文献・雑報に整理する。

☆雑誌「言語生活」の監修（筑摩書房発行）26年10月創

　刊。主要特集「放送のことばと効果」「新聞の文章」「方

　言」「映画とことば」「翻訳」信醤③29年1年間の特集①

　女性と言葉②日本人と外国人の言語生活③教科書の文

　章④十代の言語生活⑤国語審議会報告⑥関西人の言語

　意識⑦戦後話し方の上達⑧語源をめぐって⑨能率と言

　葉⑩作家の用字用語⑪言葉の病理学⑫広告と表現

☆内地留学生の受入れ　各都道府県からの内地留学生を

　コ年～3カ月の期間で受入れ，その研究に協力している。

　24年度から29年度までの各年度に受入れた留学生の

　数は，11，4，2，9，8，5で，計（延べ）39名におよんでいる。

研　究　協　力

☆地方調査員　創設以来，各都道府県ごとに地方調査員

　を委嘱し，地方における言語および言語生活の実状調

　査に協力を求めている。（→5ページ，15ページ）

☆実験学校・協力学校　児童の言語能力の発達や国語教

　育の目的・方法・効果について研究するため，各地に実

　験学校・協力学校を委嘱している。29年度下の通り。

　（実験学校）　　東京都四谷第六小学校

　（準実験学校）神奈川県比々多小学校

　（協力学校）
　東京都杉並区　方南小学校

　東京都中野区　新井小学校

　兵庫県　　　　幸世小学校

　小山市　　小山第二小学校

　長野県　　　豊野西小学校

☆共同研究

長野県

大津市

逗子市

‘静岡市

北上市

北海道

松代小学校

中央小学校

久木小学校

中田小学校

二子小学校

白老小学校

　　　　　研究課題略名と協力を得た機関

○白河調査一1949……統計数理研究所・民俗学研究所

　○鶴岡調査一ユ950……………・…・・……統計数理研究所

　○上野調査一1952…統計数理研究所・国立教育研究所

　O岡崎調査一ユ953……………・……一・統計数理研究所

　○少年と新聞調査一1953……………・・一日本新聞協会

　○青年と新聞調査一ユ954

　　　　　　　　　　…日本新聞協会・輿論科学協会

☆委託研究

【地方調査員に］　「県下の方言の概観ないし県下の言語

　状態の概観」等（2斗年度），「地方言語の特徴形の実態

　調査」等（25年度）「地方言語の語法に関する研究」

　（26年度），「地方言語の敬語に関する調査」（27・28年度）

【日本放送協会放送文化研究所に】　「放送における言語

　的条件と理解度の関係の実証的研究」（24年度），「放

　送言語理解尺度設定の基礎的研究」（25年度），「スポ

　ット・アナウンスの理解度と効果に関する研究」（26年

　度），「ラジオ・ニュース文体の研究」（27，　28年度），

　「放送が児童言語に与える影響」（28年度）

【東大新聞研究所に】　「新聞獣読作業に関する実験的研

　究」（24年度），「読紙作業の実験的研究」（25年度）

留学生および臨時筆生a一研修講議
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翼敵懸鯉麟懸～糊

警・鱗輪

地の写真は，【左上】「庭訓往来」（永禄11年写），【左下】「草書本節用集」（慶長申ごろ刊），【中・上下】「新聞字引」（明治

10年ごろ），【右上】「国語改良異見」（明治33年刊），【右下】アメリカ（ニェーイングランド）の「言語地図」（1943年）。

図 書

　1955年1月現在，蔵書数は約2万部。国語に関する

文献をおもに，関連する内外の文献をも収集。文献・資

料のうちには，全国方言に関する大田栄太郎・東条操両

氏の収集を中心とする，他に得がたい資料約2，000部，

東条操氏集録の方言語彙カードを五十音別・地域別・事

項別に分類・整理しつつあるもの約120万，保科孝一氏

の収集による第1次大戦前の東欧諸民族の言語問題に関

する文献などがある。

実　　験　　室

　テープ・レコーダー，オシログラフ，ソナ・グラフの

操作のために，防音室3，暗室1，現像室1（総坪数

13．5坪）がある。（→16ページ）

現像室　吟

ir●it●d’－i’r●d’一一’・●■’・b，’㌔，・㌔“

当

ti’■㌔’㍉ゾ㌔■°悔・㌔’．矩∂°、♂㌔’°｝

邨　防音室

織
9

機 械

　研究所では，観察をいっそう精密にし，できるだけ客

観的にするために，いろいろな機械を活用している。

　機械のうちで最も活躍しているのはテープ・レコーダ

ーである。いろいろな場面の話しことば，各地の方言

失われつつある音声言語資料（平曲や声明）を収録する

ためにはもちろん，言語調査，国語教育のテストにも利

用されている。いま使っているのは，携帯用8台（東通

工H型3，P－1型2，　P－3型1，　R型1；新日本電

気1），肩掛け2台（東通工M－2型ユ，M－3型1）（→

ユ3ページ），大型1（東通工LP－3型）。

　録音されたことばをたやすく書き取るために，ソナ・

ストレッチャー（Sona－Streteher－Kay　Electric　Co．）

が利用されている。これはちょうど高速度写真のように，

音声を引き伸ばした形で聞き取ることができる。（→4ペ

ー
ジ）

　音声そのものを微細に記録するためにオシログラフ

（横河電機N－6電磁型）が用意されているが，最近，

ソナ・グラフ（Sona－Graph－Kay　Electric　Co．）と

いう，新しい周波数分析機ボアメリカから輸入され，機

械の調整を終って近く計画的な実験を始めようとしてい

る。1回に記録しうる音声は短かい（2A秒）けれども，

子音までかなりの程度分析できる上に，記録を得るまで

に数分しかかからないので便利である。（→13ページ）

　ことばの流れに刻々どのように反応するか，それを一

度に多人数について記録するために，アナライザー（東

京計測器）を利用している。NHKでは番組の分析に使

っているが，研究所では上野市や岡崎市での敬語の調査

に利用した。（→13ページ）

　読みの生理を明らかにするために，眼球運動を記録す

るオフサルモグラフ（Ophthalmograph－A皿erican
Optical　Co．）が輸入され，大量の記録を得つつある。

（→7ページ）　　　　　　　　　　　　　　　　★
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翻

↑アナライザー

←アナライザーによるテストの状況

　　　　栗京方言（男，4じr）

司cco

悟冒→　　ユ　　　　　　e　　　　　　α　　　　　　O　　　　　ex

↑ソナ・グラフ

eソナ・グラフによる実
　　　験の状況

　アナライザー記録紙⇒
黒く見える縦の短かい線が，

10人の被調査者（Al－B
5）のそれぞれが話線のど

こで抵抗を感じたかを示している。たとえば，Bのところ

（Bという文字のわきの黒点ほ調査者がマークしたもの）

では，A2．A4，　B3，　B4（少し遅れているものもあるが）

の合計4人が「言い方として変だ」と感じたことがわかる。

同崎での敬語調査（→6ページ）に使った。

←ソナ・グラフ記録

　紙（ソナグラム）

　各地方言の母音のソナグ

　ラム。縦軸に周波数，横

　軸に時間（最大限2．4秒）。

　強弱が濃淡となってあら

　われているo

　　　　京都方言（男，24才）

　7000
：lll

鰐
周2000
波　　　
絞1DOO
　　O
　蒔閤一ウ　ユ　　　　　e o u

↑オーディオ・メーター
　による児童の聴力検査

　肩掛け録音器による
↓話しことばの収録

　　　　茨城県　氷桓遵方言　（男．25才）

！1鐙転瓢一t、、1
　40DO㌧許郭ド・S’一　　・端，

撰鐸繊麟　　三・
藷　i’°°蹟介　　’　　l　　i”
　跨間→　　　Y　　　　　　　g　　　　　　　a　　　　　　　o　　　　　　しu

★文献を集めるためには複写装置2台（コニカ用，キ

ャノン用）を使っている。なお，マイクロリーダー1台

（東方光学）がある。（→9ページ）

　統計的な計算処理のために，特にマーチャント電動計

算器とオドナー電気加算機（Original　Odhner　X・11・

C・5）が能率をあげている。（→5ページ）

↓肩掛け録音器

・

／イ∨”A／r”r．つ∫∫∫ノ．．’
　　　　このほか，ラジオ放送の共同聞き取りのためのモニタ

　　　ー・レシーバー（光音電波）（→4ページ），電波の測定

　　　のためめオシロスコープ（ナショナルCT－75D），児童

　　　の聞き取り能力と関係させて聴力を調べるためのオPt

　　　ディオ・メーター（山越製作）などがある。（→13ペー

　　　ジ）

13



所長

第1研究部

話しことば研究室

　　　〃
〃

〃

u

書きことば研究室
fl

〃

〃

u

地方言語研究室　主任代理　柴田
｛i

It

　　　〃

第2研究部
国語教育研究室　主任（兼）　輿水

fi

〃

lt

！1

名

　　西尾　実24・1・31
　　　　　　　（就任年月日）
部長　岩淵悦太郎　24・2・28

主任中村通夫24・1・31
　　大石初太郎　25・4・15

　　　飯豊毅一　 24・　3・31

　　宇野義方24・3・5
　　進藤咲子24・6・1
主任林　　大24・6・30
　　永野　賢24・2・28
　　斎賀秀夫2⊥・3・3ユ

　　水谷静夫2斗・2・28
　　石綿敏雄29・1・ユ
　　　　　武24・2・28
　　北村　甫24・2・28
　　野元菊雄25・12・31
　　上村幸雄27・5・1
部長輿水　実　24・2・28
　　　　　実2斗・2・28
　　高ts　一一夫24・2・28
　　上甲Pt　－2斗・8・15

　　芦沢　節24・3・31
　　村石昭三28・10・1

　　”　　　　（非常勤）岡本圭六28・5・1
言語効果研究室

lt

　　　〃

資料調査室
li

　　　〃
li

ll

II

　　　〃

　　　〃

庶務部

庶務課
　　　〃

会計課
　　　〃

〃

II

主任平井昌夫24・2・28
　　林　四郎28・12・1
　　寺島　愛24・6・1

主任（兼）　岩淵悦太郎　24・2・28

　　村尾　力26・8・16
　　　有賀憲三　24・　6・　1

　　広浜文雄25・ユ・31
　　高橋太郎28・8・1
　　吉沢典男28・8・1
　　渡辺友左28・4・1
　　　芳賀清一良区　24・　6・　1

部長細井房夫25・ユ0・11
課長真取正二25・11・15
　　鈴木篁二28・5・16
課長黄木得二郎27・5・1
　　三浦清伍24・2・14
　　伊藤仲二25・5・31
　　渋谷正則　24　・3・20

簿

評　議　員
　　　　（昭和30年1月現在）

評議員会会長　　学士院会員

評議員会副会長　成城大学学長

明治大学教授

東洋パルプ会長・国語審議会委員

国学院大学教授・国語審議会副会長

東京大学教授・国語審議会委員

京都大学教授・国語審議会委員

東京芸術大学教授・国語審議会委員

都立小石川高校長

学習院大学教授

東京大学教授・国語審議会委員

柳田国男
山崎匡輔
阿部知二
伊藤忠兵衛

金田一京助1
倉石武四郎1

桑原武夫；
颯田琴次1
沢登哲一；
東条　操’
時枝誠記1

東京都立砒谷図論長・国語蹴飴長土岐善麿

津田塾大学教授　　　　　　　　　土　居　光　知

東京大学講師・国語審議会委員　　　　中　島　健　蔵

お茶の水女子大学教授・国語審議会委員　波多野完治

東京大学教授　　　　　　　　　　　服　部　四　郎

日本放送協会会長　　　　　　　　古　垣　鉄　郎

共同通信社専務理事　　　　　　　松方義三郎；

カナモジカ偲謡’国語鑑会委員　松坂忠則

兼任所員

金沢大学教授

京都大学教授

東北大学教授

広島大学助教授

浅井恵倫
遠藤嘉基
佐藤喜代治
藤原与一

（就任年万日）

26・5・15

24・2・4
26・ユ2・ユ4

24・2・4

臨時筆生

　主として，調査研究の集計・整理にあたり，研究補助

者の役割を果たしている。計23名。各研究室に2－3名

ずつ。

全 職 員
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‘　△1



■評議員会
　毎年の事業計画その他重要事項につhて

　審議し，所長に助言する。

　吟

　所員会議
毎水曜日に開か

れる。こtでは，

主として研究に

関する討議が行

われる。

　　　　合

柳田評議員会会長

北海道

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

五十嵐三郎

石垣福雄
此島正年
小松代融一

堀籠敬蔵
北条忠雄
斎藤義七郎

一 谷清昭

田口美雄
多々良鎮男

上野　勇
大久保忠国

大岩正仲

日野資純
剣持隼一郎

大田栄太郎

岩井隆盛
佐藤　茂
清水茂夫
青木千代吉

寛　五百里

望月誼三

野村正良

旧職員（五十音順）

氏　　　名

井手成三
（研究部）

浅井恵倫
岩佐　正
内田道夫
大野彌穂子

草島時介
塩入元義
島崎　稔
高橋　進
友部　浩
森岡健二
山之内るり

（庶務部）

井上　繁
斎藤　正
武田喜美子

樋口敬治
宮沢幹郎

就任年月日　　退職年月日

23●ユ2．2C－24・　1・31

24・　6・　1－26・　5・ユ0

24・　2・28－24・12．28

24●　6・　1－25・　6・30

24・　1・　7－28・　3・31

24・　2・14－28・　9・16

25・ユ0・31－27・　3・31

24・　6・　ユー27・　4．15

27・　4．　1－28・　4．16

26．　1．ユ6－28．　6・　1

24・　6●　1－28・　9・30

24●　2．28－30．　1．31

24．　ユ．ユ3－25・ユ1・15

23．12・20－25●10・11

23●12・31－25・　5．31

24・　ユ・14－25．　4・15

24・　1・19－27●　5●　1

（非常勤職員一研究部一）

大間知篤三

金田一春彦

関　善二

一一。WWc一　　地　　方　　調

北海道大学文学部

道立札幌北高校

弘前大学教育学部

県立杜陵高校

宮城県馨察学校

秋田大学学芸学部

川崎市立川崎商業高校

県立福島女子高校

県立土浦第二高校

宇都宮大学学芸学部

県立沼田女子高校

埼玉大学文理学部

千葉大学文理学部

弘前大学文理学部

県立柏崎高校

金沢大学教育学部

福井大学学芸学部

山梨大学学芸学部

信濃教育会教育研究所

岐阜大学学芸学部

静岡大学教育学部

名古屋大学女学部

査

24・　2・28－26・　3・31

24・　2・28－27●　3●31

26・　1・　4－27．　3・31

員　（昭和29年度）

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根」9

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

堀田要治
井之口有一

奥村三雄
前田　勇
和田　実
岡田荘之輔

西宮一民
村内英一

広戸　惇
岡　義重
虫明吉治郎

村岡浅夫
渡辺　保
宮城文雄

近石泰秋
杉山正世
±居重俊
都築頼助
小野志真男

西島　宏
秋山正次
糸井ec　一

岩本　実
上村孝二

　　　現　　職
森林審議会委員（元文部
次官・所長事務取扱）

金沢大学教授

広島大学教授

東北大学助教授

東京教育大学教授

高崎市立経済短期大学講師

東京教育大学学生

女部省調査局国語課

東京女子大学助教授

文部省調査局調査課

文部省初等申等教育局地
方課長

文部省大臣官房会計課

東京大学事務局会計課予
算掛長

民俗学研究所所員

名古屋大学助教授

都立芝商業高校教諭

県立識山高校

西京大学女子短期大学

京都学芸大学

大阪学芸大学

神戸大学文学部

温泉町立温泉小学校

帝塚山学院短期大学

和歌山大学学芸学部

鳥取大学女理学部

県立操山高校

五日市申学

山口市白石申学

徳島大学学芸学部

三香川大学学芸学部

県立今治工業高校

高知大学教育学部

福岡学芸大学

佐賀大学教育学部

長崎大学学芸学部

熊本大学教育学部

大分大学学芸学部

宮崎大学学芸学部

鹿児島大学女理学部　．
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